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第一章

意義と定義



産学協同のプロジェクト



プロジェクトのゴール



第二章

プロジェクトの体制



メンバー



運営体制



実施内容



• センシング系
– エネルギー計測

• 2号館全体を対象

• 細かな負荷設備まで対象

• PLC, 無線応用

– 動態
• 在不在、在室人数

• 行動パターン

• 管理系
– 情報提供手段

– 大学施設での実証データ
獲得

– エコポイント付加

• 対策
– 高効率機器採用

– 新方式・プロセス改善

– 設備連携

– 供給と消費のサプライ
マネジメント

• その他
– サーバシステム

– データセンター

– 相互接続のための通
信プロトコル

– (広域)エリア管理
• 都立高校など

実施内容



1. 東京大学の研究棟(公共施設)での フラッグ

シップ デモンストレーション

2. 費用対効果(RoI; Return of Investment)

i. 客観的数値評価

ii. ベンチマーク指標仕様の作成と公開

3. マルチベンダー動作環境の確立

4. 新技術の研究開発と実証

5. システム設計・運用技術の確立

6. 参照システム仕様の作成と公開

活動内容



第三章

展示デモ



ネットワーク構成



１．電力モニタリング（シムックス株式会社）

２．機器の監視制御

（松下電工株式会社、株式会社ユビテック）

３．サブシステム連動イベントドリブン相互接続（ＦＮＩＣ）

４．ＨＤ－ＰＬＤでも（松下電器産業株式会社）

５．東大工学部２号館内監視システム

（株式会社山武ビルシステムカンパニー）

システムリスト
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見える化



電力消費の見える化



ムダの見える化



状態の見える化



活動の見える化



活動の見える化



活動の見える化



活動の見える化



活動の見える化



活動の見える化
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未来予想図



未来予想図



Ⅰ．協調型都市設計

Ⅱ．ＮＥＷビジネスの創出

Ⅲ．地域経営の創出

Ⅳ．エネルギーのＳＣＭ

未来予想図


